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最近の北極における主要国の主な動向 令和２年８月
外務省

グリーンランド
ヌーク

●米国務省が対グリーンランド経済支援策を発表（２０２０年４月）
在ヌーク領事館を１９５３年以来、約７０年ぶりに再開（２０２０年６月）

●ＮＡＴＯによる北極海軍事演習の実施。米、英、加、仏、独、
ノルウェー、アイスランドが参加。艦艇５隻、潜水艦５隻、
哨戒機５機を運用（２０２０年６月２９日～７月１０日）

●ポンペオ国務長官による北極政策スピーチ（２０１９年５月）

●北極圏ヴォルクタとムルマンスク近郊にミサイル攻撃警告システム用新型地上設置レーダー
「ヴォロネジ」２基を建設中、２０２２年まで完了する旨発表（２０１９年１０月）

●「２０３５年までの北極における国家政策の基礎」を定める大統領令（２０２０年３月）

●現行のカラ海峡～プロビジェニヤ湾までの北極海航路の範囲を、ムルマンスク～
カムチャツカまで拡大することを検討中（２０２０年５月２１日付け「コメルサント」紙報道）

●北極圏ノリリスクで火力発電所の燃料流出事故が発生し、プーチン大統領が非常事態を
宣言（２０２０年５月～）

●第１０次中国北極調査隊（「向陽紅０１」）を派遣（２０１９年８月～９月）
第１１次中国北極調査隊（「雪龍２号」）を派遣（２０２０年7月～９月予定）

●小型衛星BNU-1（中国名「京師１号」、２０１９年９月打上げ）が北極観測開始（２０２０年６月）
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